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９月16日（日）第９会場　午前9 :30～12 : 00

A 186

〔(社)日本家政学会

ピ7 こシE とメチオニン不足がラツ> の肝臓旅順二及ぼ■す影響について

^手大裁肩　　^者ヽ浪幕でき　庫哺ゲル　μり杉洛

　　　　癖岡大系育　　　兼浴川習^

（日前）日本人の准生冶ぼ向にしているφヽのよう(こみえるれ　i*婬わ切=食物が遼･択さ

れ粗裂食＆や加工食品依路度が高いため。一郡I- おいて贋自のとり方で脂肪とビワｌン£

の摂取のバうンt Iこ不巧衡かヽ生じている。私共μ如し　a' J s.:/B 夕こえで循凍白凌乞ラヅ

いこ投与し良然死り

肝壊和こよ^ ものと樵足レr<-. i以遠蜘と脂貧の舅加は致命的な肝臓辞書と相関L 1お隅

li'1 IンBズえ(: よるμ織のゑ康化の孤座が関与し７いる事がプI ら小ん喰$性肝壊死

は祗表白乙央に冷扉ずこノ匯の千足にi ってもitじるこr か･ず艮告されTいa . 摩東歌fぱ

ラ√ﾄを肌ヽてピフミン£ とメチオエン不足唐の生律巳

7うしフ斗十ンの升俵/I び･肝瀕組織の形り妬から薦討い卜re ので奪感する,

(方広）維乳直後のわス匹示雄刀い訓

K八^欠えでメ子才ニンネカロ乾で5声iまv ぢ誘加でメ千才二丿不足庶　4 声は門三%戈ど･

メ小才ニン不足肝としマ約/zA湖飼育レしふ血動感血判　血肩＼］みロールi, 皿康社

脂質あヽよぴ禦脈わ7";レ7千オン^ を剰足レｙ　i 仁肝蔵紐絢こついて光顕により銀衆を

行りし

Ｏ

血中の皿雌化が質は肩私消ｶﾛﾚに肝廣祠
川: Iメチオエン不莱々r月巴大の頑向グみウ匹にi t-これ^ の芦ぜ僅ルダ'7"ルア冷才ン
-i万成'Vt"訊めらト削

A 187 成長期フットのリポプラtし代謝に及は-^飼料タンノ＼* 7質レペ- )レの影響

東海学園女子短大　○奥村ミサヲ

　目的　リホフヲヒ"リ( >X下B.と略記川λ初拘の禿育民息s 子r.しT 重季な=｀タミ> I･あ

るがし威長期の初物におヽりるタ/ パク質レベルI B,との閣佩については詳細な報告が’ない．

演者はこれまVの研充にお｀いて，適タンハ･フ質iで■ t B.5:与えないと発育停滞, B.ズ乏症

求の発現，臓器中風の取込み低下善力ヽ‘富こ') , R利用r-11タｙハリ質量I 同時にａ量ｔ関

係するものと考X., 爽長期における飼料タシパフ質レベルとa代謝について検討じた．

　方汰　豹物はWisなr系ヲノ}雄体重約印^ ( 4t廻齢）20 匹を用^>・; 処理£了匹す‾^ と
して＼J‰～遥£型代謝ゲージで単飼じに飼料クンパフ質にはC゛タミンフリーの力-fインと

用いて地タンパ7 % 区( 力"£.｀ツン?'/･），符罵己i力tMン21'I, ），＆X乞£（カT｀イン
22i.,　B.薦添加八高タンパク質区（カ-£｀イン如χ）の^処理乙とした．冪は／え間毎に

プ- /しして凍結保存に飼育<^週間後に断頭撲殺<r> 後, 丘液,肝･ 腎臓u採取して実験に

供した．なお, 屎，血液, 臓器申のb冽支は八木（/?7/ j のルミフラヒつ蛍光法，肝職掌

タン/＼-フ質の定量は1^。wry（/吋/) 汰によ，た．
　格果　増体重a B.欠££が最七低く,次いで急タンハリ質ヱで゛あ几対照Z.'C高タン/＼'

7 質までは有意な莱が’認められなりハた．肝・腎賦中町量II 町欠乏£で’最も低く, 他は給

与タンA' 7 質量七比例Iた. i2.中B,量II 巳欠乏.凪r-おいて低仁叱の3 区周では有意なゑ

が認められなか・だ.体重μ）り当';の尿市巳排泄量i乳低タンパク質^ t"最もあく, 次い
で高タンパク質£．対鴛乙．巳欠乏£で｀あ・た．>x上，肝･ 腎臓中a取込み量, 幕市巳排

泄量から正常なB,代謝には適量のタンパクりい!B. が必専で･ある乙結論之れだ．


